
土木学会 地震工学委員会 

耐震基準小委員会 第１７回委員会 議事録 

１．日 時：平成１２年４月６日（水） 14:00～17:00 

２．場 所：土木学会 

３．出席者：１７名 

４．配付資料：資料 17-1 耐震基準小委員会 第１６回委員会 議事録（案） 

       資料 17-2 １．耐震設計の流れ 

       資料 17-3  ２．外力 

       資料 17-4 耐震設計のガイドライン 目次（案） 

       資料 17-5 耐震設計のガイドライン検討資料 6.5 静的解析法 

       資料 17-6 耐震設計のガイドライン検討資料 6.6 応答変位法 

       資料 17-7 耐震設計のガイドライン検討資料 6.7 液状化地盤に

おける応答解析法 

 ５．議事内容： 

(1) 耐震基準小委員会 第１６回議事録（案）の確認（資料 17-1 参照） 

 第１６回委員会 議事録（案）について説明が行われ、その内容が確認された。 

(2) 話題提供「杭基礎構造物の設計計算」（資料 17-2,3 参照） 

 小阪拓哉 氏（中央復建コンサル）、増田真一氏（日本技術開発）より、杭基

礎耐震設計研究小委員会にて検討された、杭基礎構造物の設計計算について話

題提供が行われた。 

 １．道路・鉄道・港湾の耐震設計の比較 耐震設計の流れ 

 ２．        〃        外力 



 ３．        〃        解析法 

 ４．        〃        安全性照査 

 ５．道路橋と鉄道橋の場所打ち杭基礎の耐震設計計算例 

  

 その後、以下に示す内容の議論が行われた。 

  1) 降伏点の定義 

  ・道路と鉄道を比較すると、鉄道の方が降伏点の変位は小さい。 

  ・鉄道における非線形スペクトルは、荷重変位曲線における降伏点以降の

二次勾配を５％と仮定して設定している。実際には、杭基礎の二次勾配は大き

いので、かなり安全側の設定となっている。（一般に、ケーソン基礎の二次勾

配は小さい。） 

   

  2) 部材の安全性照査 

  ・鉄道では、曲げ耐力の照査は行わず、部材角や部材曲率で照査する。（鉄

筋の抜け出しを考慮して部材の変形を求めている。）ボックスカルバートのよ

うな構造物でも、同様である。せん断は、耐力にて照査しているが、軸力の影

響は考慮していない。 

  ・杭は、高軸力部材であるのでコンクリートが破壊し、変形性能が期待で

きない場合がある。 

   

  3) Ｌ１地震動に対する設計 

  ・鉄道では一般に、Ｌ２地震動の設計で、構造物が決定される。（断層が

ないと判定できる場合には、Ｌ１地震動で決定されることもあるかもしれない。） 



  ・道路では、Ｌ１地震動の設計で、構造物が決定される場合が多い。特に

杭基礎の場合は、変位の制限（杭径の１％、１．５ｃｍ）が厳しい。 

     

(3) 耐震設計のガイドライン（案） 第６章について（資料 17-4～7 参照） 

 耐震設計のガイドライン（案）「 第６章 構造物の応答値の算定 6.5 静的解

析法、6.6 応答変位法、6.7 液状化地盤における応答解析法」について議論し

た。 

 1) 全般 

 ・６章を、「部材の評価」、７章を「構造物の応答値の算定」とする。 

 ・「7.2 動的解析法（骨組み系モデル）」、「7.3 動的解析法（ＦＥＭ系モ

デル）」は、 

「7.2 時刻歴応答解析法（骨組み系モデル）」、「7.3 時刻歴応答解析法（Ｆ

ＥＭ系モデル）」とする。 

・「7.4 簡易動的解析法（所要降伏震度スペクトル法）」は、「7.4 所要降伏

震度スペクトル法」とする。 

・「7.6 ニューマーク法」を新たに設けて、盛土の応答値の算定について記述

する。 

・参考文献は、節ごとに記述する。 

2) 6.5 静的解析法 

・応答値の算定は、全て動的解析によることが基本である。動的解析に対する

近似の度合いが異なるだけであり、「静的解析法」というタイトルは、不適で

はないか。 

・タイトルを「静的解析法」から「エネルギー法」に変更する。 

・抗土圧構造物における土圧については、「３ 地震の影響 3.2 荷重」にて記

述する。 



・等価線形化法については、「7.3 時刻歴応答解析法（ＦＥＭ系モデル）」に

て記述する。 

3) 6.6 応答変位法 

・表層地盤の固有周期の算定式（調和平均の式）を記述し、適用範囲について

も記述する。 

・トンネルまたは管路の軸方向の剛性の考え方について記述する。ガス管の場

合は、鋼管なので非線形特性は考慮していない。コンクリート管や沈埋トンネ

ルでは、どのように考えているのか。（等価剛性？） 

・ＦＥＭ応答変位法において、応答変位をＦＥＭモデルの境界領域に作用させ

る方法は、現在は行われいないので、記述しない。 

4) 6.7 液状化地盤における応答解析法 

・構造物の種別ごとに、望ましいと考えられる解析方法、液状化の影響の考慮

の仕方について記述する。 

・１次元の液状化解析と２次元の液状化解析について、イメージを図示し、適

用例、適用範囲について記述する。 

・流動化に関して、設計基準への取り込み事例（水道、鉄道、道路、等）につ

いて記述する。 

  

(4) その他 

 ・次回、小委員会の予定は以下の通りである。 

 日時：平成１２年６月７日（水）14:00～17:00 

 内容：・ガスの耐震基準の紹介 

    ・耐震設計ガイドラインの検討：８章 構造物の耐震性能の照査 

以上 記録：沢野嘉延 



 


